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既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
億
六
四
六
二
万
一
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
四
三
九
億
六
五
六
二

万
一
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

■
委
員　

子
育
て
応
援
人
材
養

成
講
座
委
託
料
の
内
容
と
委
託

先
は
。ま
た
、講
座
に
参
加
で
き

る
人
数
は
。

□
当
局　

子
育
て
応
援
人
材
養

成
講
座
は
県
の
事
業
で
あ
り
、

親
の
養
育
力
が
低
下
す
る
中
、

子
育
て
家
庭
を
地
域
全
体
で
支

援
す
る
た
め
、
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
と
人
材
確
保
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
委
託
し
、
子
育
て
に
関
す

る
講
座
等
を
八
回
程
度
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。な
お
、参

加
人
数
は
四
十
人
程
度
を
考
え

て
い
る
。

■
委
員　

新
教
育
シ
ス
テ
ム
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
目
的
と

内
容
は
。ま
た
、講
師
へ
の
謝
礼

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
講

師
に
年
何
回
支
払
わ
れ
る
の
か
。

□
当
局　

こ
の
事
業
は
、
文
部

科
学
省
が
義
務
教
育
改
革
の
ア

議
案
第
十
六
号

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

イ
デ
ア
を
募
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、全
国
公
募
し
、野
田
市
の

理
数
教
育
の
学
力
向
上
及
び
地

域
の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
授

業
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。ま
た
、講
師
へ
の
謝
礼

に
つ
い
て
は
、
理
科
指
導
助
手

に
年
間
一
一
一
回
、
地
域
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
習
会
の

講
師
に
七
回
、
わ
く
わ
く
理
科

授
業
の
講
師
に
十
回
、
授
業
評

価
調
査
研
究
会
の
講
師
に
五
回

支
払
う
ほ
か
、
報
告
書
作
成
講

師
謝
礼
な
ど
を
支
払
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

■
委
員　

理
科
指
導
助
手
は
、

市
内
四
学
校
区
に
四
人
い
る
が
、

各
学
校
を
ど
の
よ
う
に
回
る
の

か
。ま
た
、そ
の
役
割
は
。

□
当
局　

北
部
、西
部
、中
央
、

南
部
の
各
地
区
に
お
い
て
、
一

人
一
校
へ
の
配
置
を
考
え
て
い

る
。基
本
的
に
は
、そ
の
学
校
で

指
導
す
る
こ
と
と
し
、
ほ
か
の

学
校
を
回
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。ま
た
、役
割
に
つ
い
て
は
、

理
科
教
育
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

進
行
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
趣

旨
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
理
科
指
導
に
お
け
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

新教育システム開発プログラム事業費等を補正総　　務

NOx･PM法改正により消防ポンプ自動車等を更新 環境経済

�
（
提
案
理
由
）　

車
両
の
老
朽
化

と
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
の

改
正
に
よ
り
運
用
不
可
能
と
な

る
た
め
、
常
備
消
防
用
の
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
二
台
と

非
常
備
消
防
用
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
二
台
を
更
新
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

■
委
員　

今
回
の
更
新
に
よ
り

廃
車
さ
れ
る
消
防
自
動
車
は
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

□
当
局　

日
本
外
交
協
会
と
日

本
消
防
協
会
が
行
う
海
外
援
助

事
業
に
よ
り
海
外
で
使
わ
れ
る
。

■
委
員　

Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
の

改
正
に
よ
り
、
更
新
を
必
要
と

す
る
消
防
自
動
車
は
何
台
あ

る
の
か
。ま
た
、い
つ
ま
で
に

更
新
が
必
要
と
な
る
の
か
。

□
当
局　

消
防
分
団
に
配
備

さ
れ
て
い
る
車
両
十
四
台
の

更
新
が
必
要
と
な
る
。ま
た
、

更
新
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
一
年
度
が
使
用
可
能
期
限

と
な
る
の
で
、
年
次
計
画
に

よ
り
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■
委
員　

購
入
先
が
宇
都
宮

市
に
あ
る
会
社
だ
が
、メ
ン
テ

議
案
第
十
三
号　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

（
Ⅱ
型
）
及
び
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
（
Ｃ
Ｄ－

Ⅰ
型
）
の

購
入
に
つ
い
て

ナ
ン
ス
等
に
心
配
は
な
い
の
か
。

□
当
局　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、
車
両
本
体
を
柏
市
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
、
消
防
ポ
ン
プ

を
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
す

る
こ
と
か
ら
支
障
は
な
い
。

■
委
員　

今
回
更
新
す
る
消
防

自
動
車
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

性
能
の
も
の
を
購
入
す
る
の
か
。

□
当
局　

更
新
す
る
車
両
は
、

軽
量
化
が
図
ら
れ
、
性
能
も
向

上
し
て
い
る
最
新
式
の
も
の
で

あ
る
。ま
た
、常
備
消
防
に
配
備

さ
れ
る
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に

登
録
す
る
関
係
上
、
四
輪
駆
動

車
で
あ
り
、
積
載
水
量
に
つ
い

て
も
、
現
有
の
一
五
〇
〇
リ
ッ

ト
ル
か
ら
二
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル

と
な
っ
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決購入予定と同型の消防ポンプ自動車
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障害者自立支援法の施行により規定を整備 文教福祉

�
（
提
案
理
由
）　

障
害
者
自
立
支

援
法
の
平
成
十
八
年
十
月
一
日

施
行
に
伴
い
、
現
行
の
知
的
障

害
者
施
設
が
五
年
間
以
内
で
段

階
的
に
新
制
度
に
よ
る
施
設
に

移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
移
行
す

る
ま
で
の
間
、
従
来
ど
お
り
の

知
的
障
害
者
更
生
施
設
と
し
て

運
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、

条
例
の
規
定
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

■
委
員　

障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
管
理

責
任
者
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
野
田
市
で
も
配

置
す
る
の
か
。ま
た
、配
置
さ
れ

る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
人
を

配
置
す
る
の
か
。

□
当
局　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

者
に
つ
い
て
は
、現
在
、経
過
措

置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
配
置
す
る

義
務
は
な
い
が
、
新
体
系
に
移

行
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
業

に
よ
っ
て
は
配
置
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。な
お
、資

格
要
件
に
つ
い
て
は
、
実
務
経

験
を
五
年
有
し
、
障
害
者
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
受
講
し

議
案
第
七
号　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

て
い
る
者
と
し
て
い
る
。

■
委
員　

知
的
障
害
者
の
方
は
、

障
害
程
度
区
分
認
定
の
際
に
、項

目
漏
れ
に
よ
り
、程
度
が
軽
く
判

定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

と
伺
っ
て
い
る
が
、
野
田
市
で

も
、
そ
の
よ
う
な
声
は
上
が
っ

て
い
る
の
か
。ま
た
、二
次
判
定

の
際
に
、
精
神
科
医
を
入
れ
る

な
ど
独
自
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

□
当
局　

障
害
程
度
区
分
認
定

に
当
た
っ
て
は
、各
障
害
者
団
体

や
施
設
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
声

を
伺
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、野
田

市
の
審
査
会
は
、五
名
ず
つ
二
つ

の
委
員
会
で
行
っ
て
お
り
、障
害

の
特
殊
性
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
一

名
の
精
神
科
医
を
入
れ
て
い
る
。

■
委
員　

ど
の
よ
う
な
判
断
に

基
づ
い
て
、
五
年
間
は
従
来
ど

お
り
の
運
営
を
継
続
す
る
の
か
。

□
当
局　

障
害
者
自
立
支
援
法

の
附
則
の
中
で
、
す
で
に
利
用

さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
、

障
害
者
程
度
区
分
に
よ
り
利
用

で
き
る
方
も
制
限
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
五
年

間
の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

�
（
提
案
理
由
）　

川
崎
重
工
業
株

式
会
社
の
第
三
宮
崎
社
宅
三
号

棟
を
市
営
住
宅「
宮
崎
西
団
地
」

用
に
改
修
し
た
建
物
の
取
得
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

宮
崎
西
団
地
の
三
号

棟
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
な
い

理
由
は
。

□
当
局　

宮
崎
西
団
地
一
、
二

号
棟
で
車
い
す
専
用
世
帯
を
計

画
し
、
二
戸
の
募
集
を
行
っ
た

が
、
応
募
が
戸
数
に
達
し
な
か

っ
た
た
め
、
あ
る
程
度
需
要
は

満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、

三
号
棟
に
は
車
い
す
専
用
世
帯

を
設
け
な
か
っ
た
。ま
た
、高
齢

者
向
け
世
帯
に
つ
い
て
も
、
募

集
を
行
っ
た
が
、
一
般
世
帯
に

比
べ
倍
率
が
は
る
か
に
低
か

っ
た
た
め
、
計
画
し
な
か
っ

た
も
の
の
、
各
戸
共
用
の
階

段
に
は
手
す
り
を
設
け
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
。

■
委
員　

風
呂
釜
及
び
浴
槽

は
入
居
者
が
設
置
し
、
退
去

す
る
際
に
撤
去
し
て
い
る
が
、

最
初
か
ら
市
で
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

□
当
局　

車
い
す
専
用
世
帯

の
四
戸
及
び
高
齢
者
、
視
聴

議
案
第
十
五
号

市
営
住
宅
「
宮
崎
西
団
地
」

用
建
物
の
取
得
に
つ
い
て

覚
障
害
者
な
ど
向
け
の
世
帯
五

戸
に
は
市
で
設
置
し
て
い
る
が
、

一
般
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
維

持
管
理
の
問
題
か
ら
、
入
居
者

が
設
置
し
、
撤
去
す
る
と
い
う

ル
ー
ル
に
し
て
い
る
。

■
委
員　

各
住
戸
に
火
災
警
報

機
を
設
置
す
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ

の
も
の
を
ど
こ
に
設
置
す
る
の

か
。ま
た
、階
段
に
は
設
置
す
る

の
か
。

□
当
局　

火
災
警
報
機
に
つ
い

て
は
、
一
般
的
な
リ
チ
ウ
ム
電

池
式
の
も
の
を
三
カ
所
の
寝
室

に
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、共
用

階
段
に
は
非
常
警
報
設
備
が
つ

い
て
い
る
が
、
居
室
内
に
は
階

段
が
な
い
た
め
設
置
し
て
い
な

い
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

市営住宅用建物に川重社宅を購入建　　設

川崎重工業の第３宮崎社宅３号棟
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